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露水の 化学組成とそ の酸性化機構（7）
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1．我 々 は 1993年 より都布部の横浜で露水 を採取 し 、 露水 の 酸性化 は ヒ ドロ キ シ メ タン ス ル ホ ン

酸 （HMSA）の 生成 に よ り大気中か ら過剰吸収 され たSOzの 液相酸化 、 あ るい は HNO，の 吸収に よ り起

こる こ とな どを報告して きた 。 本研究では 、 露の発生頻度 、 生成量 を明 らかに す る とともに 、

S（IV）の 液相酸 化剤 として重要 な H・O・ を測定 し、 露水 中の S（IV）の 液相酸化機構を中心 に露水 の 酸

性化機構に っ い て検討 を行 っ た 。

2．露水の 採取 は 横浜市の ほ ぼ中心 部に位置する神奈川大学で行っ た 。 採取器に は発泡ス チ es・一一

ル 板 （90×90×90cm）上に テ フ ロ ン シ ー ト（厚さ50μ 旧）を貼り付けた もの を用い 、 こ れ を夜間に設置

し、 翌朝生成 した露水 を1時間毎に 1台ずつ 採取 した。 得 られた試料は直ちに重量測定 した後 、 メ

ン プ ラ ン フ ィ ル タ ー
（孔径0．45μm）で吸引ろ過 し、 電導度 、 pH、 主要溶存成分 を、 それぞれ導電

率計 、 pHメ ータ ー
、 イ オ ン ク 囗 マ トグラ フ 法 によ り測定した 。 また 、 ア ル デ ヒ ド、

　 HMSAを DNPH−・

胛 しC法 、 H， O， を p
一
ヒ ドロキ シ フ ェ ニ ル 酢酸 法に より測定 した 。 さ らに 、 露採取 時に は台 ばか りを

用 い て採取 器の 重量変化を1分毎に 自動記録する ことに よ り露 の生成 、 消滅速度 を測定 した 。

3 。 1994年か ら1997年に都市部の横浜で採取 した露水の pH範　　 1。・　　　　　　　　 1。・

の 約1／130で あ っ た 。 また 、 露水内成分濃度は 、 雨水の約 7倍

で あ る ことか ら露水内成分 の沈着量 は雨水 の約1／20とな っ た。

図 1に露 の 発生頻度 、 総露水量 、 生成速度および消滅速度の

季節変化を示 した。 発生頻度と総露水量 は冬季に高 くなる傾

向にあるが 、 季節に よる 明瞭な違い はあまりみ られなか っ た 。

また 、 露 の 生成速度に 比べ て消 滅速度は約2．5倍大き く 、 生

成速度の 季節的な変動は小さい こ とが 分か る 。

一
方 、 消滅速

度 は夏 季が最 も速 く、 冬季が最 も遅 くな り 、 日の 出後の 気温

の 上昇 と湿 度の 低 下速度 の 違い を反映 していた。 図2に露水

中の 全S（IV）、 全 ホ ル ム アル デ ヒ ド（FA）濃度とH盟SA濃度 の 関

係 を示 した 。 全FAと田 S孅 度の 間の 相関は高く、 大気中より

取 り込 まれた FAの 90％以 上が露水中で フ リー
の S（IV｝と反 応 し

てHMSAを生成 している と思 われ る。 また、 露水中には FA以 外

の ア ル デ ヒ ドも含まれてい るこ とか ら欄SA以外の ヒ ドロキ シ

ア ル カン ス ル ホ ン酸 （nASA）が存在する可能性がある。
一方 、

HMSAと全 S（IV）濃度には比較的高い 相関 はみ られる もの の

HMSAとして 存在 して い る の は25％程度で あ り 、 残 りの約75％は

フ リーの S（IV）か HMSA以外の HASAで あるこ とが分かる。
　S（Vl）

の 液相酸化剤 として 重要なH・O・濃度 は 、 他の 主要無機イオ ン

と異な り露 消滅 時に は濃縮効果 にかかわ らず減少 した 。 この

こ とよ りti202に よ るS（IV）の 液相酸化 は主 に露の消滅時に起

こ り 、 濃縮効果 とともに露水の pHを低下 させて いる可能性が

示唆された 。
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